
に
は
、
銭
稲
孫
自
身
の
才
能
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
人
と
の
交
遊
も
大
い
に

関
係
し
て
い
る
。
本
稿
は
、
銭
稲
孫
と
、
佐
佐
木
信
綱
や
、
谷
崎
潤
一
郎
、

岩
波
茂
雄
な
ど
日
本
人
と
の
交
遊
を
解
明
し
、
そ
れ
が
翻
訳
家
と
し
て
活

躍
で
き
た
銭
稲
孫
に
と
っ
て
の
意
味
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

は
じ
め
に

翻
訳
家
銭
稲
孫
と
日
本
人
と
の
交
遊

ｌ
谷
崎
潤
一
郎
、
岩
波
茂
雄
を
中
心
に

銭
稲
孫
は
、
一
九
五
九
年
に
日
本
学
術
振
興
会
か
ら
出
版
さ
れ
た
「
漢

訳
万
葉
集
選
」
と
、
一
九
九
二
年
に
中
国
友
誼
出
版
公
司
か
ら
出
さ
れ
た

「
万
葉
集
精
選
」
（
日
本
文
学
名
著
選
訳
叢
書
）
に
代
表
さ
れ
る
万
葉
歌
の

翻
訳
を
も
っ
て
、
翻
訳
界
で
の
地
位
を
築
い
た
。
「
漢
訳
万
葉
集
選
」
の
成

替
過
程
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
拙
論
「
銭
稲
孫
訳
一
九
五
九
年
版
「
漢

訳
万
葉
集
選
」
の
成
立
経
緯
ｌ
佐
佐
木
信
綱
宛
銭
稲
孫
未
発
表
書
簡
十
二

銭
稲
孫
（
一
八
八
七
’
一
九
六
六
）
は
二
十
世
紀
の
中
国
に
お
い
て
の

（
１
）

傑
出
し
た
日
本
文
学
翻
訳
家
で
あ
る
。
前
世
紀
初
頭
か
ら
な
く
な
る
ま
で

数
十
年
に
わ
た
っ
て
翻
訳
活
動
を
続
け
、
文
学
を
は
じ
め
、
歴
史
、
考
古
、

美
術
、
医
学
と
い
っ
た
多
分
野
の
訳
作
を
後
世
に
残
し
た
が
、
殊
に
文
学

翻
訳
に
大
き
く
寄
与
し
た
。
中
国
に
お
い
て
は
じ
め
て
ダ
ン
テ
「
神
曲
」

の
漢
訳
を
行
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
「
万
葉
集
」
漢
訳
の
先
駆
け
の
一
人
と
し

て
「
漢
訳
万
葉
集
選
」
（
日
本
学
術
振
興
会
、
一
九
五
九
年
）
を
も
っ
て
最

初
の
漢
訳
本
を
創
り
上
げ
、
「
源
氏
物
語
」
の
翻
訳
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
だ
。
ほ
か
に
、
「
木
偶
浄
瑠
璃
』
（
作
家
出
版
社
、
一
九
六
五
年
）
、
「
近

松
門
左
衛
門
・
井
原
西
鶴
選
集
」
（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
と

い
っ
た
よ
う
な
名
訳
が
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
傑
作
を
生
み
出
す
こ
と

一
、
日
本
詩
歌
訳
の
開
始
と
展
開
ｌ
佐
佐
木
信
綱
、
山
室
三
良
と

郡

双
双

呈
し
・
Ｌ

一
Ｊ
〃



代
詩
」
三
首
の
歌
と
な
っ
て
お
り
、
あ
わ
せ
て
一
四
九
首
で
あ
る
。
原
文

も
訳
文
も
対
称
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
本
文
の
後
、
「
作
者
小
考
」
が
付
け

て
あ
り
、
六
四
人
に
も
及
ぶ
。
六
四
人
の
詩
歌
を
取
り
上
げ
て
翻
訳
を
行

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
内
容
か
ら
見
れ
ば
、
万
葉
歌
を
ふ
く
む
和
歌
は
圧

倒
的
に
多
く
過
半
数
を
占
め
、
現
代
詩
は
わ
ず
か
島
崎
藤
村
の
「
千
曲
川

旅
情
の
歌
」
と
「
雲
の
ゆ
く
え
」
、
お
よ
び
宮
崎
賢
治
の
「
雨
ニ
モ
マ
ヶ

（
５
）

ズ
」
と
い
う
二
一
首
で
あ
る
。
現
代
詩
よ
り
和
歌
の
ほ
う
に
力
が
注
が
れ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
管
見
に
入
っ
た
限
り
で
は
、
日
本
詩
歌
の

漢
訳
に
手
を
染
め
訳
詩
集
を
出
し
た
の
は
銭
稲
孫
が
最
初
で
あ
る
。

か
っ
て
、
中
国
思
想
家
に
し
て
革
命
家
の
梁
啓
超
は
「
本
来
、
翻
訳
は

（
６
）

至
難
の
業
で
あ
る
。
詩
歌
の
翻
訳
は
、
難
中
の
難
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

で
は
、
な
ぜ
銭
稲
孫
は
あ
え
て
日
本
詩
歌
、
特
に
日
本
古
代
詩
歌
の
漢
訳

に
挑
戦
し
よ
う
と
す
る
気
を
起
こ
し
た
の
か
。
そ
れ
は
一
九
三
六
年
末
に

日
本
が
設
立
し
た
北
京
近
代
科
学
図
瞥
館
と
そ
の
館
長
山
室
三
良
に
関
係

（
７
）

し
て
く
る
。
拙
稿
「
銭
稲
孫
と
北
京
近
代
科
学
図
書
館
」
に
図
書
館
の
設

立
過
程
、
図
書
館
で
銭
稲
孫
が
「
助
言
者
」
、
「
日
本
語
教
師
」
、
「
翻
訳
者
」

と
い
う
役
目
を
果
た
し
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
論
で
は
、
館

長
山
室
三
良
の
銭
稲
孫
の
翻
訳
活
動
へ
の
影
轡
力
を
強
調
し
た
い
。

山
室
三
良
は
一
九
○
五
年
（
明
治
三
八
年
）
に
長
野
県
佐
久
市
に
生
ま

れ
、
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
年
）
に
九
州
帝
国
大
学
法
学
部
を
卒
業
す
る
。

一
一
し
ざ

。
旧
〃
ｐ
〃

（
ワ
』
）

通
、
鈴
木
寅
雄
書
簡
一
通
」
と
「
佐
佐
木
信
網
選
、
銭
稲
孫
訳
「
漢
訳
万

（
『
Ｊ
）

葉
集
選
」
研
究
‐
ｌ
成
立
背
景
、
出
版
事
情
、
翻
訳
を
め
ぐ
っ
て
」
に
詳
細

に
述
べ
た
た
め
、
繰
り
返
し
を
省
く
。
『
万
葉
集
精
選
」
は
銭
稲
孫
が
既
訳

の
「
漢
訳
万
葉
集
選
」
を
ベ
ー
ス
に
更
に
三
百
余
首
を
加
え
、
合
計
六
九

（
。
、
）

十
首
と
し
、
文
潔
若
の
整
理
に
よ
っ
て
出
来
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。
前
著

の
韻
訳
に
対
し
、
「
万
葉
集
精
選
」
に
は
銭
稲
孫
の
試
み
た
数
種
の
訳
が
全

部
入
っ
て
い
る
。
一
首
の
歌
に
「
離
騒
」
体
か
ら
民
謡
ま
で
い
く
つ
か
の

翻
訳
形
式
が
編
入
さ
れ
、
銭
稲
孫
の
優
れ
た
才
能
が
披
露
さ
れ
た
。
こ
れ

は
と
も
か
く
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
「
漢
訳
万

葉
集
選
」
の
成
立
が
銭
稲
孫
と
佐
佐
木
信
網
と
の
交
遊
を
切
り
離
し
て
は

語
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
「
漢
訳
万
葉
集
選
」
は

二
人
の
交
遊
の
証
で
も
あ
る
。

上
記
の
二
作
は
、
銭
稲
孫
の
代
表
作
と
し
て
蝦
も
知
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
の
前
に
、
も
っ
ぱ
ら
万
葉
歌
だ
け
の
訳
集
で
は
な
い
と
は
い
え
、

二
作
に
と
っ
て
前
触
れ
の
よ
う
な
訳
詩
集
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
一
九
四
一

年
四
月
に
北
京
近
代
科
学
図
書
館
か
ら
発
行
さ
れ
た
銭
稲
孫
訳
の
「
日
本

詩
歌
選
」
で
あ
る
。
ま
ず
そ
の
構
成
か
ら
見
る
。
「
万
葉
集
」
、
「
和
歌
」
、

「
俳
句
」
、
「
歌
謡
」
、
「
現
代
詩
」
と
い
う
目
次
の
章
立
て
か
ら
分
か
る
よ
う

に
、
古
代
歌
謡
か
ら
現
代
詩
ま
で
扱
っ
て
い
る
。
内
訳
と
し
て
「
万
葉
集
」

四
四
首
、
「
和
歌
」
六
一
首
、
「
俳
句
」
二
九
句
、
「
歌
謡
」
一
二
首
、
「
現



そ
の
後
北
京
に
留
学
し
、
国
立
清
華
大
学
大
学
院
に
入
る
。
一
九
三
六
年

に
外
務
省
の
委
嘱
に
よ
り
北
京
近
代
科
学
図
瞥
館
を
創
立
し
、
館
長
に
就

任
す
る
。
一
九
四
六
年
に
日
本
に
引
き
揚
げ
、
九
州
大
学
に
助
教
授
、
教

授
を
勤
め
る
。

「
日
本
詩
歌
選
」
に
収
録
さ
れ
た
山
室
の
「
賊
」
に
は
、

張
我
軍
、
謝
六
逸
、
銭
歌
川
と
い
っ
た
よ
う
な
具
合
に
日
本
語
を

語
り
日
本
文
学
を
翻
訳
す
る
支
那
人
の
数
少
し
と
し
な
い
。
し
か
し

昭
和
十
二
年
の
六
月
頃
か
ら
銭
先
生
に
訳
し
て
い
た
ｆ
い
た
万
葉

の
歌
な
ど
が
つ
も
り
つ
も
っ
て
相
当
の
数
に
な
っ
た
の
で
此
処
に
集

め
て
一
巻
と
し
た
。
始
め
の
裡
は
こ
ち
ら
か
ら
歌
を
選
ん
で
無
理
に

お
願
し
た
の
を
此
の
頃
で
は
先
生
が
あ
れ
こ
れ
と
お
好
き
な
も
の
を

（
８
）

さ
が
し
出
し
て
下
さ
る
様
に
な
っ
た
。

文
中
の
「
周
銭
」
は
つ
ま
り
周
作
人
と
銭
稲
孫
の
こ
と
で
あ
る
。
「
知
識

の
正
確
と
教
養
の
深
さ
か
ら
」
「
周
銭
二
先
生
の
上
に
出
る
も
の
人
は
一
人

も
無
い
」
と
い
う
彼
の
評
価
は
、
中
国
の
事
情
に
詳
し
い
上
に
、
銭
稲
孫

の
日
本
語
能
力
、
古
典
教
養
を
見
聞
き
し
た
彼
だ
か
ら
こ
そ
、
断
言
で
き

そ
の
智
識
の
正
確
と
教
養
の
深
さ
か
ら
云
っ
た
な
ら
ば
、
周
銭
二
先

生
の
上
に
出
る
も
の
は
一
人
も
無
い
と
断
言
で
き
る
。
先
頃
わ
が
近

代
科
学
図
書
館
の
蕊
報
に
銭
先
生
の
万
葉
歌
三
首
に
対
す
る
解
釈
が

載
せ
ら
れ
て
あ
っ
た
が
、
あ
れ
も
た
だ
片
鱗
に
止
め
ず
、
更
に
万
葉

歌
全
体
の
、
全
体
で
な
け
れ
ば
秀
歌
だ
け
で
も
あ
の
調
子
で
解
釈
し

て
行
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
、
支
那
に
於
け
る
最
初
の
支
那
語
に
よ
る

万
葉
の
解
釈
が
で
き
る
こ
と
と
思
は
れ
る
。
翻
訳
は
も
と
よ
り
至
難

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
至
難
と
い
ふ
こ
と
は
よ
き
翻
訳
を
望
む
が
故

に
で
あ
る
。
雑
な
も
の
な
ら
ば
有
り
余
る
位
で
あ
る
と
い
つ
て
も
よ

か
ら
う
。

解
釈
に
至
っ
て
は
自
国
の
古
典
に
於
て
も
頗
る
難
事
と
さ
れ
て
ゐ

る
。
況
ん
や
異
邦
の
古
典
に
於
て
は
尚
更
の
こ
と
で
あ
る
。
銭
先
生

は
初
め
て
こ
の
試
み
に
手
を
染
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
積

り
積
っ
て
遂
に
巻
冊
を
成
す
日
の
来
る
こ
と
を
待
ち
こ
が
れ
ず
に
は

（
９
）

ゐ
ら
れ
な
い
。

一
一
九
七

と
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
集
に
集
ま
っ
た
訳
詩
は
、
山
室
三
良
の
依
頼
あ
っ

て
の
で
き
で
あ
る
。
訳
し
始
め
た
の
は
一
九
三
七
年
で
あ
る
。
訳
詩
は
北

京
近
代
科
学
図
書
館
の
機
関
誌
「
館
刊
」
と
『
瞥
溶
」
に
発
表
さ
れ
て
い

る
。
当
時
、
北
京
に
い
た
中
国
文
学
研
究
家
の
奥
野
信
太
郎
は
訳
詩
を
見

て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。



前
節
で
触
れ
た
佐
佐
木
信
綱
と
山
室
三
良
以
外
に
、
銭
稲
孫
と
交
遊
を

持
っ
て
い
た
日
本
人
作
家
に
は
、
小
説
家
谷
崎
潤
一
郎
が
挙
げ
ら
れ
る
。

谷
崎
潤
一
郎
（
一
八
八
六
’
一
九
六
五
）
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
紙
幅
を

二
、
「
源
氏
物
語
」
を
通
じ
て
の
交
遊
ｌ
谷
崎
潤
一
郎
と

浪
費
し
て
あ
ら
た
め
て
紹
介
す
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
彼
は
一
九
一

八
（
大
正
七
）
年
と
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
の
二
度
に
わ
た
っ
て
中

国
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
初
回
は
北
方
か
ら
江
南
ま
で
二
か
月
を
か
け

た
広
領
域
の
旅
行
で
あ
り
、
二
度
目
の
時
は
、
中
国
の
新
し
い
文
士
作
家

に
会
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
上
海
の
み
に
滞
在
し
て
い
た
。
内
山
完
造
の

斡
旋
で
劇
作
家
田
漢
、
郭
沫
若
、
欧
陽
予
情
な
ど
の
文
学
者
と
知
り
合
い

｛
叩
）

交
流
を
重
ね
た
が
、
銭
稲
孫
と
会
わ
な
か
っ
た
。
そ
の
時
、
銭
稲
孫
は
ま

だ
国
民
政
府
の
教
育
部
で
勤
め
て
お
り
、
翻
訳
家
と
し
て
の
活
動
は
ま
だ

展
開
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
一
回
大
東
亜
文
学
者
大

会
の
時
の
二
人
の
対
面
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
下
記
は
そ
の
時
に
交
わ
し

た
会
話
の
一
節
で
あ
る
。

一
九
四
二
年
十
一
月
十
日
に
行
わ
れ
た
会
話
で
あ
る
。
銭
稲
孫
は
中
国

「
ど
う
も
神
経
痛
で
右
手
が
痛
ん
で
ね
」
と
谷
崎
氏
は
顔
を
翠
め
る
。

「
そ
れ
は
お
困
り
で
す
ね
。
支
那
に
は
お
酒
で
神
経
痛
を
治
す
法
が
あ

り
ま
す
」
「
そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
」
と
谷
崎
は
乗
り
出
し
た
。
「
虎
骨

酒
と
い
う
の
で
す
虎
の
骨
の
酒
で
…
…
」
「
凄
そ
う
だ
な
、
だ
が
効
き

ま
す
か
な
」
「
さ
あ
、
そ
れ
は
ね
…
…
」
こ
こ
で
両
巨
頭
は
声
を
合
わ

（
皿
）

せ
て
笑
っ
て
し
ま
っ
た
。

主
Ｌ
Ｌ

ニ
ノ
ノ

た
の
で
あ
ろ
う
。
奥
野
信
太
郎
が
「
積
り
積
っ
て
遂
に
巻
冊
の
成
す
日
の

来
る
こ
と
を
待
ち
焦
が
れ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
」
と
記
し
て
い
る
が
、
こ

の
望
み
は
「
日
本
詩
歌
選
」
に
よ
っ
て
叶
う
こ
と
に
な
っ
た
。

管
見
に
よ
れ
ば
、
北
京
近
代
科
学
図
書
館
機
関
誌
で
の
発
表
以
前
に
、

銭
稲
孫
は
ダ
ン
テ
の
「
神
曲
」
を
訳
し
た
が
、
日
本
詩
歌
の
翻
訳
を
試
み

た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
館
長
山
室
三
良
が
銭
稲
孫
に
日

本
詩
歌
翻
訳
の
契
機
を
作
り
、
そ
の
道
を
切
り
開
い
て
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

図
書
館
機
関
誌
で
の
発
表
や
、
訳
詩
集
『
日
本
詩
歌
選
」
の
刊
行
な
ど
を

通
じ
、
銭
稲
孫
は
日
本
に
名
を
馳
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
、
佐
佐

木
信
綱
の
よ
う
な
万
葉
研
究
家
に
注
目
さ
れ
、
そ
の
「
万
葉
集
」
漢
訳
の

注
文
を
引
き
受
け
、
最
終
的
に
「
漢
訳
万
葉
集
選
」
を
出
す
に
至
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
銭
稲
孫
が
日
本
古
典
文
学
翻
訳
の
道
を
歩
む
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
に
、
山
室
三
良
と
佐
佐
木
信
綱
は
大
き
な
働
き
を
か
け

た
と
い
え
る
。



華
北
代
表
者
と
し
て
、
十
一
月
三
日
か
ら
十
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回

大
東
亜
文
学
者
大
会
に
参
加
し
、
東
京
で
の
発
会
式
や
、
円
卓
文
学
者
会

議
、
そ
し
て
東
京
見
学
の
後
、
諸
代
表
と
と
も
に
主
催
者
日
本
文
学
報
国

会
の
招
待
を
受
け
、
関
西
め
ぐ
り
を
し
た
。

同
日
〔
九
日
〕
一
向
は
宇
治
山
田
に
到
着
、
伊
勢
大
神
宮
の
外
宮
に

詣
で
、
翌
早
朝
内
宮
に
参
拝
し
て
大
阪
に
向
か
っ
た
。
大
阪
に
て
は

大
阪
府
知
事
招
待
の
午
餐
会
が
あ
り
、
午
後
一
時
よ
り
中
ノ
島
中
央

公
会
堂
で
文
学
報
国
会
、
朝
日
新
聞
社
共
同
主
催
の
大
東
亜
講
演
会

を
開
催
、
朝
日
新
聞
社
長
村
山
長
挙
氏
の
開
会
の
辞
に
、
呉
瑛
、
周

化
人
、
張
我
軍
、
恭
怖
札
布
、
谷
崎
潤
一
郎
の
五
氏
が
講
演
を
行
っ

「
肥
｝

た
。
講
演
終
了
後
直
ち
に
奈
良
に
向
か
う
。

決
し
て
遠
い
存
在
で
は
な
い
。
二
人
の
対
面
は
大
東
亜
文
学
者
大
会
の
時

に
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
二
人
の
関
わ
り
は
そ
れ
っ
き
り
で
終
わ

っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
「
源
氏
物
語
」
を
通
じ
、
銭
稲
孫
と
谷
崎
潤
一
郎
の

交
遊
が
深
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
周
知
の
如
く
、
谷
崎
潤
一
郎
は
三
度
に
わ

た
り
『
源
氏
物
語
」
の
現
代
語
訳
を
行
い
、
そ
れ
に
対
し
頗
る
執
着
と
愛

着
を
示
し
た
。
銭
稲
孫
も
「
源
氏
物
語
」
漢
訳
を
試
み
た
。
こ
れ
は
彼
の

一
Ｍ
）

一
生
の
願
い
だ
、
と
文
潔
若
が
「
我
所
知
道
的
銭
稲
孫
」
に
述
べ
て
い
る
。

中
国
研
究
家
奥
野
信
太
郎
は
一
九
四
○
年
に
出
版
さ
れ
た
随
筆
集
「
随
筆

北
京
」
に
銭
稲
孫
を
「
食
通
の
一
人
」
と
し
た
ほ
か
に
、
「
紅
楼
夢
の
文
体

に
倣
っ
て
着
手
さ
れ
て
ゐ
る
源
氏
物
語
の
支
那
訳
は
、
素
よ
り
至
難
中
の

難
事
業
で
は
あ
ら
う
が
、
そ
の
完
成
は
遠
い
将
来
の
こ
と
で
あ
る
と
し
て

も
、
現
代
支
那
に
於
て
先
生
以
外
に
こ
の
難
事
業
に
当
り
得
る
人
は
ま
づ

（
膳
）

無
い
と
断
言
し
て
輝
ら
な
い
」
と
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
銭
稲
孫
は
「
紅

楼
夢
」
の
文
体
に
倣
っ
て
「
源
氏
物
語
」
の
漢
訳
に
取
り
掛
か
っ
た
の
は

少
な
く
と
も
一
九
四
○
年
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
実
際
中
国
に
不
安
定
な
情
勢
が
続
く
こ
と
に
相
ま
っ
て
銭
稲

孫
は
『
万
葉
集
」
や
ほ
か
の
翻
訳
事
業
に
追
わ
れ
た
た
め
、
「
源
氏
物
語
」

漢
訳
は
あ
ま
り
捗
ら
な
か
っ
た
。
な
お
か
つ
、
戦
後
、
彼
は
「
漢
好
」
と

定
め
ら
れ
て
投
獄
さ
れ
、
翻
訳
の
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
獄
中
か
ら

解
放
さ
れ
た
後
、
よ
う
や
く
未
完
の
「
源
氏
物
語
」
漢
訳
に
再
び
手
を
つ

・
今
Ｌ
Ｌ

ノ
ノ

銭
稲
孫
は
代
表
者
の
一
人
と
し
て
皆
と
共
に
中
之
島
中
央
公
会
堂
で
開

催
さ
れ
た
大
東
亜
講
演
会
に
出
席
し
た
。
そ
こ
で
谷
崎
潤
一
郎
の
講
演
を

聞
い
た
。
ま
た
「
婦
人
画
報
』
の
報
道
で
は
「
控
室
で
は
関
西
在
住
の
文

（
咽
）

士
と
交
歓
が
行
わ
れ
た
」
と
い
う
。
お
そ
ら
く
銭
稲
孫
と
谷
崎
潤
一
郎
は

控
室
で
上
記
の
よ
う
な
会
話
を
し
て
花
を
咲
か
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
話
し

ぶ
り
か
ら
見
れ
ば
、
二
人
は
気
さ
く
に
交
歓
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。

日
本
文
学
を
研
究
、
翻
訳
し
て
い
る
銭
稲
孫
に
と
っ
て
谷
崎
潤
一
郎
は



書
簡
に
よ
れ
ば
、
銭
稲
孫
は
翻
訳
に
あ
た
り
谷
崎
潤
一
郎
の
新
訳
を
参

照
し
た
と
い
う
。
「
新
訳
」
は
一
九
五
一
年
か
ら
一
九
五
三
年
に
か
け
て
出

版
さ
れ
た
「
潤
一
郎
新
訳
源
氏
物
語
」
を
指
す
で
あ
ろ
う
。
同
じ
く
「
源

（
脆
）

氏
物
語
』
の
漢
訳
者
で
あ
る
豊
子
燈
は
、
「
「
源
氏
物
語
」
に
関
す
る
参
考

書
は
、
日
本
で
は
数
十
種
類
に
も
の
ぼ
っ
て
い
る
。
私
は
そ
の
大
部
分
を

入
手
し
目
を
通
し
た
。
訳
本
の
な
か
で
は
、
谷
崎
潤
一
郎
の
訳
が
も
っ
と

も
適
切
だ
と
思
う
。
分
か
り
や
す
く
古
文
に
忠
実
で
、
作
者
紫
式
部
本
来

（
灯
）

の
味
わ
い
を
失
っ
て
い
な
い
」
と
谷
崎
の
訳
を
礼
讃
す
る
。
銭
稲
孫
も
豊

子
憧
と
同
じ
よ
う
な
理
由
で
谷
崎
の
新
訳
を
選
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
谷

当
地
「
訳
文
」
と
い
ふ
月
刊
雑
志
（
誌
）
の
八
月
号
に
寓
葉
訳
之

有
選
り
だ
し
源
氏
桐
壷
一
帖
を
や
、
古
き
口
語
に
訳
し
て
出
し
申

し
候
漸
次
貴
国
古
典
に
趣
味
を
感
じ
初
め
た
る
様
に
見
受
け
ら
れ

候
益
々
小
生
儀
学
力
不
足
を
痛
感
致
し
候

源
氏
に
つ
い
て
ハ
池
田
氏
大
成
島
津
氏
の
講
話
及
び
谷
崎
氏
の

新
訳
を
参
考
に
辿
り
読
申
居
候

崎
も
銭
稲
孫
が
「
源
氏
物
語
」
の
翻
訳
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
知
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
「
源
氏
物
語
」
を
翻
訳
す
る
意
向
を
伝
え
た
飽
縮
明
の

書
簡
へ
の
返
信
に
は
、
谷
崎
は
「
源
氏
物
語
の
漢
訳
は
前
に
銭
稲
孫
氏
の

も
の
が
出
て
い
る
筈
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
と
は
別
に
又
新
し
い
訳
が
出

る
の
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
、
挿
絵
を
入
れ
る
こ
と
も
甚
だ
結
栂

（
肥
）

で
大
賛
成
で
あ
り
ま
す
」
と
伝
え
た
。

『
訳
文
」
に
掲
載
さ
れ
た
銭
稲
孫
の
「
桐
壷
」
が
「
非
常
に
好
評
だ
っ

た
」
た
め
、
「
人
民
文
学
出
版
社
は
、
一
九
五
九
年
二
月
、
「
源
氏
物
語
」

（
砂
）

の
全
巻
の
翻
訳
を
銭
稲
孫
と
正
式
に
取
り
決
め
た
」
と
、
文
潔
若
は
「
「
源

氏
物
語
」
は
い
か
に
訳
さ
れ
た
か
」
で
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
同
文
に
よ

れ
ば
、
銭
稲
孫
は
一
九
五
九
年
一
○
月
ま
で
四
万
字
の
原
稿
を
書
い
た
が
、

月
に
四
千
字
の
速
度
が
期
待
に
達
し
な
い
た
め
、
中
断
さ
せ
ら
れ
た
。
か

わ
り
に
、
北
京
編
訳
社
の
翻
訳
し
た
「
源
氏
物
語
」
を
校
訂
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
「
当
時
、
日
本
語
翻
訳
者
が
多
い
と
は
い
え
、
古
典
文
学
名
著
翻

（
釦
）

訳
の
任
に
堪
え
る
の
は
非
常
に
少
な
い
」
と
い
う
状
況
が
あ
り
、
焦
り
だ

し
た
出
版
社
は
銭
稲
孫
の
進
捗
が
遅
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
源
氏

物
語
」
の
翻
訳
を
止
め
さ
せ
ら
れ
た
後
、
銭
稲
孫
は
依
頼
さ
れ
た
近
松
門

左
衛
門
と
井
原
西
鶴
の
作
品
翻
訳
に
手
が
け
た
。
一
九
六
三
年
に
全
部
で

三
六
万
四
千
字
の
原
稿
を
出
し
、
江
戸
文
学
に
対
す
る
翻
訳
の
空
白
を
補

（
創
）

っ
た
と
い
う
。
三
年
間
で
一
一
一
六
万
字
と
い
う
ペ
ー
ス
は
、
「
源
氏
物
語
」
翻

●
・
・
○
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
五
七
年
八
月
号
の
『
訳
文
」

に
彼
の
「
源
氏
物
語
（
選
訳
）
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
一

九
五
八
年
八
月
三
○
日
付
の
佐
佐
木
信
綱
宛
の
書
簡
に
言
い
及
ん
だ
。



銭
稽
孫
時
年
七
十
二
篤
奉

訳
当
時
の
月
に
四
千
字
の
よ
り
倍
ほ
ど
早
か
っ
た
。
銭
稲
孫
が
「
源
氏
物

語
」
に
対
し
丁
寧
な
訳
を
施
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

前
述
で
触
れ
た
が
、
一
九
六
二
年
か
ら
豊
子
憧
が
「
源
氏
物
語
」
を
訳

し
始
め
た
。
文
潔
若
は
豊
子
憧
訳
「
源
氏
物
語
」
第
一
巻
を
銭
稲
孫
の
と

こ
ろ
に
持
っ
て
行
っ
た
と
こ
ろ
、

そ
の
時
、
銭
稲
孫
は
す
で
に
白
内
障
を
患
い
、
字
を
読
む
こ
と
さ
え

難
し
い
。
私
は
「
源
氏
物
語
」
原
文
を
一
段
落
ず
つ
読
ん
で
か
ら
、

豊
子
債
の
訳
文
を
読
ん
だ
。
彼
は
完
全
に
耳
に
頼
り
な
が
ら
自
分
の

意
見
を
出
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
数
十
箇
所
の
修
正
意
見
を
言
っ
て

（
”
一
）

く
れ
た
。

年
一
月
号
「
中
央
公
論
」
に
発
表
し
た
、
「
戦
後
の
作
品
の
、
一
番
最
初
に

（
”
）

発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
」
銭
稲
孫
は
翻
訳
の
こ
と
を
書
簡
で
谷
崎
に
報
告

し
た
。
書
簡
の
写
真
は
ウ
ェ
ブ
に
上
が
っ
て
お
る
が
、
画
像
が
膝
職
と
し

て
い
る
た
め
、
文
面
は
読
め
な
い
。
筆
者
は
実
際
そ
れ
を
目
に
し
て
い
な

い
た
め
、
記
述
内
容
の
正
確
さ
を
確
か
め
よ
う
は
な
い
が
、
提
供
者
に
よ

れ
ば
内
容
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

訳
し
上
げ
た
「
月
と
狂
言
師
」
は
い
ず
れ
の
雑
誌
に
も
投
稿
さ
れ
な
い

ま
ま
で
い
た
。
一
九
八
一
年
に
文
潔
若
に
よ
っ
て
「
日
本
当
代
小
説
選

（
下
）
」
（
北
京
函
外
国
文
学
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）
に
収
録
さ
れ
、
は
じ

め
て
「
月
亮
和
狂
言
師
」
と
し
て
日
の
目
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ

銭
稲
孫
は
出
版
社
の
都
合
で
「
源
氏
物
語
」
漢
訳
の
中
止
を
余
儀
な
く

さ
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
訂
正
ぶ
り
か
ら
み
れ
ば
「
源
氏
物
語
」
に
対
す
る

悩
熱
は
冷
め
る
こ
と
な
く
、
「
源
氏
物
語
」
へ
の
愛
着
が
垣
間
見
ら
れ
る
。

そ
の
点
で
は
海
の
向
こ
う
に
い
る
谷
崎
潤
一
郎
と
共
通
し
て
い
る
と
言
え

よ
う
。「

源
氏
物
語
」
漢
訳
の
こ
と
で
谷
崎
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
っ
た
た
め
で

あ
ろ
う
か
、
銭
稲
孫
は
谷
崎
自
身
の
作
品
も
訳
そ
う
と
試
み
た
。
翻
訳
し

た
の
は
「
月
と
狂
言
師
」
で
あ
る
。
「
月
と
狂
言
師
」
は
谷
崎
が
一
九
四
九

勝
地
是
吾
願
看
花
里
不
通

尋
秋
歩
腿
尺
坐
封
玉
蝿
除

最
近
々
作
月
と
狂
言
師
を
課
し
、
郊
居
を
お
喜
び
な
さ
る
一
句
を

右
の
様
に
課
し
ま
し
た
。
お
目
に
掛
け
申
し
ま
す
。

（
割
）

谷
崎
先
生
教
正

一
九
五
七
年
十
二
月

ら
一



岩
波
茂
雄
は
一
八
八
一
年
（
明
治
一
四
年
）
に
生
ま
れ
、
一
八
八
七
年

生
ま
れ
の
銭
稲
孫
よ
り
少
し
年
上
だ
が
、
歴
史
を
と
も
に
し
た
同
時
代
人

と
い
え
る
。
彼
は
一
九
一
三
年
に
岩
波
書
店
を
開
業
し
、
翌
年
、
夏
目
瀬

石
の
知
遇
を
得
て
処
女
出
版
「
こ
、
ろ
」
を
刊
行
し
、
出
版
界
に
お
い
て

足
場
を
固
め
た
。
現
在
、
岩
波
書
店
は
、
周
知
の
と
お
り
、
す
で
に
日
本

に
お
い
て
屈
指
の
大
手
出
版
社
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
日
本
の
出
版
界

に
消
せ
ぬ
足
跡
を
残
し
た
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。

岩
波
茂
雄
は
中
国
に
対
し
好
感
を
持
ち
日
中
戦
争
に
反
対
だ
っ
た
。
「
多

少
世
間
的
な
掛
酌
も
あ
っ
た
が
、
個
人
的
な
話
に
な
る
と
遠
慮
も
会
釈
も

な
く
」
、
「
当
時
の
軍
部
の
や
る
こ
と
が
、
正
義
の
反
対
で
あ
」
る
こ
と
を

（
灘
）

言
っ
た
り
し
た
と
い
う
。
一
九
四
六
年
「
「
世
界
」
の
創
刊
に
際
し
」
で
、

彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

年
来
日
華
親
善
を
志
し
て
い
た
私
は
、
大
義
名
分
な
き
満
州
事
変

に
も
支
那
事
変
に
も
、
も
と
よ
り
絶
対
反
封
で
あ
っ
た
。
ま
た
三
国

同
盟
の
締
結
に
際
し
て
も
、
太
平
洋
戦
争
の
勃
発
に
際
し
て
も
、
心

中
憂
憤
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
。
そ
の
為
め
に
自
由
主
義
者
と
呼
ば
れ
、

非
戦
論
者
と
さ
れ
、
時
に
は
国
賊
と
ま
で
誹
誇
さ
れ
、
自
己
の
職
域

三
、
剛
書
か
ら
始
ま
っ
た
交
遊
ｌ
岩
波
茂
雄
と

ｊミ
。

で
、
上
掲
書
簡
に
あ
る
詩
句
を
「
月
亮
和
狂
言
師
」
に
照
ら
し
合
わ
せ
て

み
た
と
こ
ろ
、
「
尋
秋
歩
腿
尺
」
の
か
わ
り
に
、
「
尋
秋
但
腿
尺
」
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
「
月
亮
和
狂
言
師
」
文
末
に
訳
者
署
名
は
「
銭
稲
孫
」
で
は
な

く
、
彼
の
次
男
に
あ
た
る
「
銭
端
義
」
と
な
っ
て
い
る
。
三
年
の
長
き
に

わ
た
る
中
国
内
戦
の
終
結
に
伴
っ
て
出
獄
し
た
銭
稲
孫
は
、
周
作
人
の
よ

う
に
出
版
社
の
要
請
に
よ
り
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
変
更
を
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は

（
鰯
）

な
か
っ
た
が
、
完
全
に
自
由
に
本
名
で
の
作
品
公
表
ま
で
は
到
底
で
き
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

戦
後
に
お
い
て
の
銭
稲
孫
の
翻
訳
活
動
は
、
ほ
と
ん
ど
出
版
社
の
依
頼

を
受
け
て
行
う
形
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
え
、
古
典
文
学
の
注
文
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
「
月
と
狂
言
師
」
は
明
ら
か
に
従
来
の
注
文
と
は
類
が

違
い
、
銭
稲
孫
が
自
ら
選
ん
だ
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。
谷
崎
は
終
戦
の
直

後
、
阪
神
間
の
魚
崎
の
家
が
空
襲
で
焼
夷
弾
の
直
撃
を
受
け
て
、
京
都
に

移
り
、
南
禅
寺
下
河
原
町
で
家
を
持
ち
始
め
た
。
そ
の
時
の
近
所
付
き
合

い
を
も
と
に
、
「
月
と
狂
言
師
」
を
作
っ
た
。
「
月
と
狂
言
師
」
に
描
か
れ

た
「
私
」
と
近
所
と
の
睦
ま
じ
い
関
係
は
、
周
り
に
敬
遠
さ
れ
た
銭
稲
孫

に
と
っ
て
憧
れ
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。



を
も
奪
は
れ
ん
と
し
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
大
勢
に
抗
し
得
ざ
り
し

（
訂
）

は
、
結
局
私
に
勇
気
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

銭
稲
孫
の
息
子
や
娘
た
ち
は
つ
ぎ
つ
ぎ
に
日
本
に
留
学
し
、
岩
波
の
世

話
に
な
り
、
岩
波
家
に
寄
寓
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
長
男
は
岩
波
夫
人
の

姪
増
田
時
子
と
結
婚
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
両
家
は
親
族
関
係
に
な
り
一

層
親
し
く
な
っ
た
。
長
年
岩
波
書
店
に
勤
め
、
岩
波
茂
雄
の
身
辺
に
い
る

小
林
勇
は
、
岩
波
が
「
大
晦
日
に
は
北
京
大
学
の
文
学
部
長
銭
稲
孫
氏
一

家
及
び
雄
一
郎
、
雄
二
郎
と
一
緒
に
す
ご
し
た
」
と
具
体
的
な
事
柄
を
普

き
残
し
て
い
る
。
し
か
し
、
な
に
よ
り
二
家
の
関
係
を
物
語
る
の
は
、
岩

波
書
店
所
蔵
の
岩
波
茂
雄
あ
て
銭
氏
一
家
の
書
簡
で
あ
る
。
そ
こ
に
銭
稲

孫
が
直
接
岩
波
に
あ
て
た
書
簡
二
十
二
通
、
葉
書
三
通
が
所
蔵
さ
れ
て
お

り
、
そ
し
て
息
子
や
孫
が
送
っ
た
の
は
八
通
あ
る
。
封
書
が
紛
失
し
た
た

れ
て
い
る
。岩

波
と
中
国
人
と
の
個
人
的
関
係
を
い
へ
ば
、
慶
応
義
塾
出
身
で
、

日
支
事
変
中
北
京
大
学
文
学
部
長
に
な
り
、
万
葉
の
歌
を
翻
訳
し
た

り
し
た
銭
稲
孫
と
も
、
以
前
よ
り
書
物
の
注
文
を
受
け
た
関
係
か
ら

交
を
結
び
、
大
正
五
六
年
頃
（
？
）
に
は
、
北
京
図
書
館
長
に
な
っ

た
銭
あ
て
に
書
物
を
送
っ
た
り
し
て
居
た
。
さ
う
い
ふ
わ
け
か
ら
銭

も
来
日
の
度
毎
に
店
を
訪
ひ
、
し
ま
ひ
に
は
家
庭
的
に
も
親
し
く
な

－
訓
一

り
、
（
後
略
）

ろ
オーミ

さ
ら
に
、
阿
部
能
成
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
「
岩
波
は
人
に
会
う
毎
に
、
日

支
事
変
の
暴
挙
を
攻
撃
し
、
支
那
は
昔
か
ら
の
日
本
の
恩
人
で
あ
り
恩
師

で
あ
る
と
い
う
の
に
、
こ
れ
を
討
つ
と
は
実
に
忘
恩
の
振
舞
だ
と
い
い
、

一
鶴
）

こ
の
戦
争
に
は
始
か
ら
反
封
だ
っ
た
の
で
あ
る
」
と
い
う
。
彼
の
中
国
と

敵
対
し
た
く
な
い
心
情
が
窺
わ
れ
る
。
戦
前
と
同
じ
よ
う
に
、
岩
波
が
し

ょ
っ
ち
ゅ
う
中
国
人
を
援
助
し
つ
づ
け
た
。
具
体
例
を
挙
げ
る
と
、
日
本

に
亡
命
し
、
千
葉
に
住
ん
で
い
た
中
国
の
文
学
者
郭
沫
若
が
、
一
九
三
七

年
日
中
戦
争
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
後
、
妻
子
を
残
し
て
日
本
を
脱
出
し

（
鋤
）

て
帰
国
し
た
。
岩
波
は
そ
の
子
ど
も
の
学
資
を
卒
業
ま
で
出
し
た
。
ま
た
、

長
く
上
海
で
日
中
友
好
の
た
め
に
奔
走
す
る
内
山
完
造
に
向
か
っ
て
は
、

「
内
山
君
、
僕
の
最
後
の
切
札
は
中
国
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
君
が
決
心
し
て

や
る
事
な
ら
、
な
ん
で
も
い
う
て
く
れ
、
僕
は
全
面
的
に
支
持
す
る
、
一

（
鋤
）

つ
一
一
人
で
や
ら
う
」
と
語
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

岩
波
と
中
国
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
彼
と
銭
稲
孫
と
の
関
係
は
ど

う
だ
っ
た
の
か
。
二
人
の
接
触
は
、
銭
稲
孫
の
岩
波
書
店
へ
の
教
科
書
注

文
に
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
「
岩
波
茂
雄
伝
」
に
銭
稲
孫
と
の
交
遊
を
岩
波

と
中
国
人
と
の
個
人
的
関
係
の
典
型
と
さ
れ
て
い
る
。
次
の
よ
う
に
記
さ



め
、
送
付
期
日
が
確
認
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
。
確
認
さ
れ
た
も
の
の
中

で
は
、
最
も
早
く
見
ら
れ
る
二
人
の
や
り
取
り
は
一
九
二
四
年
で
あ
る
。

書
簡
を
通
し
て
見
れ
ば
、
い
く
つ
か
の
事
柄
が
わ
か
る
。

ま
ず
、
二
○
年
代
の
書
簡
に
お
い
て
は
主
と
し
て
図
書
注
文
に
関
す
る

相
談
や
問
い
合
わ
せ
で
あ
る
。
一
九
二
四
年
一
月
十
八
日
の
書
簡
に
「
九

月
の
変
異
に
て
御
調
べ
が
つ
か
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
か
ら
別
に
前
記

金
額
に
送
附
致
し
ま
す
何
卒
別
紙
通
り
新
聞
雑
誌
書
籍
に
お
送
り
下

さ
い
」
と
あ
り
、
「
別
紙
」
に

尚
ほ
各
書
店
の
出
版
目
録
御
取
寄
せ
下
さ
い
ま
せ
ん
か
少
々
費
用

を
負
担
し
て
も
宜
し
い

昨
年
聯
読
の
「
思
想
」
及
び
「
中
央
美
術
」
は
三
月
ま
で
よ
り
来
な

く
な
っ
た
今
年
も
特
別
な
御
心
配
な
さ
れ
度
く
願
ひ
ま
す

中
央
美
術
一
月
号
よ
り
十
二
月
号
ま
で

西
田
幾
太
郎
芸
術
と
道
徳

に
森
口
多
里
著
「
近
代
美
術
十
二
講
」
（
東
京
堂
書
店
、
一
九
二
二
年
九
月

初
版
）
改
訂
版
の
取
り
寄
せ
を
頼
み
、
「
美
術
錐
書
」
や
、
矢
代
幸
雄
著

「
西
洋
美
術
史
講
話
」
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

購
入
し
た
図
書
に
は
美
術
関
係
が
主
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
銭
稲
孫
は
美

術
に
興
味
を
示
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
事
実
、
そ
の
時
期
に
彼
は
民
国
政

府
教
育
部
に
勤
め
な
が
ら
北
京
の
大
学
で
非
常
勤
講
師
を
し
て
お
り
、
北

京
女
子
師
範
大
学
で
美
術
を
教
え
て
い
た
。
美
術
に
対
す
る
造
詣
が
教
育

家
の
察
元
培
に
認
め
ら
れ
た
た
め
、
そ
の
委
嘱
で
北
京
大
学
の
造
形
美
術

（
型
）

研
究
会
を
主
宰
し
、
週
に
一
回
美
術
展
覧
会
を
開
い
た
。
ま
た
、
原
著
は

ド
イ
ツ
語
で
あ
る
が
、
銭
稲
孫
は
日
本
語
訳
に
基
づ
き
中
国
語
訳
を
行
っ

（
調
）

た
「
造
形
美
術
」
を
一
九
一
一
四
年
に
出
版
さ
せ
た
。
岩
波
書
店
か
ら
購
入

し
た
図
書
は
、
銭
稲
孫
の
美
術
教
養
の
向
上
、
「
造
形
美
術
」
の
翻
訳
に
寄

与
し
た
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
後
日
本
文

学
の
翻
訳
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
銭
稲
孫
は
、
そ
の
時
点
で
は
ま
だ
さ

ほ
ど
日
本
文
学
に
関
心
を
抱
か
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

小
説
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
文
学
関
係
の
書
物
を
注
文
し
始
め
た
の
は
、

一
九
二
七
年
頃
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
時
に
書
簡
か
ら
武
者
小
路

実
篤
「
幸
福
者
」
や
、
森
鴎
外
訳
の
「
即
興
詩
人
」
と
い
う
類
の
本
の
注

文
が
見
受
け
ら
れ
る
。
美
術
関
係
か
ら
文
学
関
係
へ
の
転
換
は
、
銭
稲
孫

の
転
職
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
父
の
死
を
機
に
、
銭
稲
孫
は
一
九
二
七

ろ
IILＩ

と
書
い
て
あ
る
。
つ
ま
り
、
銭
稲
孫
は
岩
波
書
店
発
行
の
雑
誌
「
思
想
』

（
一
九
二
一
年
創
刊
）
と
中
央
美
術
社
の
「
中
央
美
術
」
（
一
九
一
五
年
創

刊
）
を
定
期
的
に
購
入
し
た
。
同
年
六
月
八
日
の
書
簡
に
も
、
岩
波
書
店



つ
ま
り
、
銭
稲
孫
は
日
本
文
学
の
関
係
書
を
心
に
留
め
る
よ
う
に
な
り

注
文
し
始
め
た
の
は
、
清
華
大
学
の
日
本
語
講
師
に
な
っ
た
後
で
あ
る
。

そ
こ
か
ら
、
日
本
文
学
に
入
り
込
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
○
年
代
に
、
度
重
な
る
図
書
の
購
入
よ
り
交
遊
を
始
め
た
二
人
は
、

信
頼
関
係
が
更
に
深
ま
っ
た
。
銭
稲
孫
は
自
分
の
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、

学
生
の
世
話
を
岩
波
茂
雄
に
頼
む
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
一
九
三
三

年
の
書
簡
に
、
清
華
大
学
卒
業
生
の
喬
冠
華
を
東
京
大
学
の
三
木
清
に
紹

介
す
る
よ
う
岩
波
茂
雄
へ
の
懇
願
が
記
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
、
年
度
不

明
で
あ
る
が
、
封
筒
に
岩
波
茂
雄
の
書
留
と
思
わ
れ
る
「
陳
錫
明
持
参
」

と
い
う
文
字
が
残
し
て
あ
る
書
簡
に
、

き
候
試
に
読
本
に
用
い

表
記
宛
に
郵
送
被
下
候
間

今
般
不
束
な
が
ら
当
大
学
の
講
師
と
し
て
日
本
語
を
受
持
ち
候
に
就

い
て
は
生
徒
に
読
ま
す
べ
き
良
書
の
無
之
に
困
り
入
り
候
所
貴
兄

年
来
御
刊
行
の
文
庫
に
武
者
小
路
実
篤
の
「
幸
福
者
」
有
之
と
思
付

き
候
試
に
読
本
に
用
い
度
く
候
二
十
三
冊
ば
か
り
取
纏
め
ら
れ

と
あ
り
、
北
京
大
学
卒
業
で
日
本
留
学
を
し
よ
う
と
す
る
陳
錫
明
の
た
め

に
岩
波
に
教
授
の
紹
介
を
請
っ
た
。
学
生
の
留
学
が
叶
う
べ
く
助
け
よ
う

と
す
る
銭
稲
孫
に
と
っ
て
、
中
国
人
留
学
生
の
面
倒
を
快
く
見
て
、
出
版

界
の
人
間
と
し
て
そ
れ
な
り
の
人
脈
を
持
つ
岩
波
茂
雄
は
願
わ
し
い
相
談

相
手
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
、
日
中
戦
争
が
始
ま
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
銭
稲
孫

と
岩
波
と
の
文
通
は
続
い
た
。
確
認
さ
れ
た
戦
中
の
書
簡
は
四
通
あ
る
。

中
に
は
、
岩
波
茂
雄
に
は
そ
の
時
の
心
境
や
家
庭
事
情
を
打
ち
明
け
る
銭

稲
孫
が
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
書
簡
は
戦
中
の
銭
稲
孫
を
知
る
手
が
か
り
と

し
て
重
要
な
資
料
と
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
別
稿
で
詳
し
く
分
析
す
る
。

戦
後
、
銭
稲
孫
が
集
め
て
き
た
図
書
は
、
「
漢
好
裁
判
」
に
よ
っ
て
こ
と

今
般
北
京
大
学
卒
業
の
陳
錫
明
君
貴
国
に
渡
り
自
費
留
学
致
し
候

法
律
科
を
出
た
る
も
の
な
れ
ば
そ
の
方
専
攻
い
た
さ
ん
由
帝
大
の

研
究
院
（
大
学
院
）
に
て
教
授
方
の
指
教
を
仰
ぎ
度
志
願
に
御
座
候

目
今
語
学
未
熟
の
間
東
亜
予
備
学
校
な
で
に
て
補
習
可
致
そ
の

上
は
何
卒
相
当
の
教
授
へ
な
り
と
御
紹
介
願
度
候
弦
に
一
言
ま
づ

御
紹
介
申
上
御
願
申
上
候
長
男
仙
台
に
参
り
候
永
く
御
厄
介
に

な
り
こ
の
度
々
ま
た
非
常
な
る
御
配
慮
に
預
り
感
謝
か
ぎ
り
な
き

次
第
に
候
ま
た
改
め
て
深
謝
可
申
候

者
。
。
恋

年
に
教
育
部
で
の
仕
事
を
辞
め
、
清
華
大
学
の
講
師
と
し
て
日
本
語
を
受

け
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
二
七
年
十
二
月
二
十
一
日
の
書

簡
に
こ
れ
に
言
及
し
た
。



ご
と
く
没
収
さ
れ
た
。
出
獄
後
、
再
び
翻
訳
に
取
り
か
か
る
よ
う
に
な
っ

た
際
、
岩
波
書
店
よ
り
必
要
な
辞
書
類
や
年
鑑
な
ど
を
送
ら
れ
て
き
た
と

い
う
。
こ
れ
は
、
翻
訳
で
生
計
を
立
て
る
晩
年
の
銭
稲
孫
に
と
っ
て
有
り

難
い
援
助
で
も
あ
れ
ば
、
精
神
的
な
大
き
な
励
ま
し
と
も
な
っ
た
で
あ
る

》
っ
Ｏ

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
岩
波
も
銭
稲
孫
も
日
中
間
の
友
好
を

望
み
、
そ
れ
ぞ
れ
出
版
、
翻
訳
と
い
う
形
で
架
け
橋
的
な
役
割
を
果
た
そ

う
と
し
た
。
戦
争
期
に
二
人
の
友
好
関
係
が
絶
え
る
こ
と
な
く
保
つ
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
家
族
間
の
つ
な
が
り
は
も
ち
ろ
ん
一
因
で
あ
る
が
、
上

述
し
た
共
通
の
思
い
も
二
人
を
引
き
寄
せ
た
要
因
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

本
論
で
引
用
し
た
岩
波
茂
雄
宛
銭
稲
孫
の
書
簡
は
す
べ
て
岩
波
書
店
の

所
蔵
で
あ
る
。
そ
の
閲
覧
と
複
写
に
あ
た
り
お
世
話
に
な
っ
た
岩
波
書
店

岩
波
茂
雄
書
簡
資
料
担
当
の
方
々
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

し
た
。
ま
た
、
「
源
氏
物
語
」
の
漢
訳
は
結
果
的
に
は
出
版
物
に
成
ら
な
か

っ
た
が
、
翻
訳
の
時
に
現
れ
た
慎
重
さ
と
執
若
は
谷
崎
潤
一
郎
と
の
交
流

と
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
岩
波
茂
雄
と
は
ビ
ジ
ネ
ス
か

ら
始
ま
っ
た
交
遊
と
は
い
え
、
椴
み
重
ね
た
往
来
に
よ
っ
て
深
い
間
柄
に

な
っ
た
。
岩
波
の
図
書
や
参
考
書
の
提
供
を
通
し
て
の
サ
ポ
ー
ト
は
、
間

違
い
な
く
銭
稲
孫
の
翻
訳
活
動
を
後
押
し
し
た
。
特
に
、
晩
年
の
銭
稲
孫

へ
の
援
助
は
戦
争
を
経
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
人
の
友
情
が
色
あ
せ
し

て
い
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
日
本
人

と
の
出
会
い
、
そ
し
て
交
遊
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
銭
稲
孫
は
能
力
を
発
揮

す
る
機
会
を
得
て
、
翻
訳
家
と
し
て
徐
々
に
成
長
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

〔
注
〕

（
１
）
銭
稽
弥
是
中
国
加
世
妃
布
出
的
日
本
文
学
翻
洋
家
。
（
査
明
建
、
謝

天
振
著
「
中
国
別
世
紀
外
国
文
学
翻
訳
史
（
上
巻
）
」
、
湖
北
教
育
出
版

社
、
二
○
○
七
年
、
七
四
五
頁
。
）

（
２
）
郡
双
双
「
銭
稲
孫
訳
一
九
五
九
年
版
「
漢
訳
万
葉
集
選
」
の
成
立

三皇
つ
みﾛざ

本
論
は
、
銭
稲
孫
と
佐
佐
木
信
網
、
山
室
三
良
、
谷
崎
潤
一
郎
、
そ
し

て
岩
波
茂
雄
と
の
交
遊
を
述
べ
た
。
そ
れ
ら
の
交
遊
は
、
銭
稲
孫
の
翻
訳

活
動
を
め
ぐ
っ
て
結
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。
山
室
三
良
の
要
請
で
銭
稲
孫

は
日
本
詩
歌
を
翻
訳
し
は
じ
め
、
北
京
近
代
科
学
図
書
館
の
機
関
誌
で
の

掲
載
機
会
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
技
法
を
磨
く
こ
と
が
で
き
た
同
時
に
、

日
本
で
の
名
声
も
高
く
な
っ
た
。
そ
れ
に
つ
れ
、
佐
佐
木
信
綱
と
の
結
び

つ
き
が
で
き
、
と
う
と
う
協
力
し
代
表
作
「
漢
訳
万
葉
集
選
」
を
世
に
出



年
）
を
参
照
。

（
ｕ
）
撰
木
富
雄
「
日
本
文
学
報
国
会
１
大
東
亜
戦
争
下
の
文
学
者
た

ち
』
、
青
木
書
店
、
一
九
九
五
年
、
二
一
五
頁
。

（
胆
）
日
本
文
学
報
国
会
編
「
文
芸
年
鑑
二
六
○
三
年
版
」
桃
躍
普
房
、

一
九
四
三
年
、
三
五
頁
。

（
過
）
前
掲
桜
木
常
雄
「
日
本
文
学
報
国
会
１
大
東
亜
戦
争
下
の
文
学
者

た
ち
」
二
一
七
頁
。

（
ｕ
）
文
潔
若
「
我
所
知
道
的
銭
稲
孫
」
、
陳
遠
編
「
斯
人
不
在
」
、
桂
林
亜

広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
○
○
六
年
、
二
一
一
頁
。

（
過
）
奥
野
信
太
郎
「
燕
京
食
譜
」
、
同
『
随
筆
北
京
』
、
東
京
函
第
一
書

房
、
一
九
四
○
年
三
月
、
四
一
’
四
二
頁
。

（
岨
）
豊
子
燈
（
一
八
九
八
’
一
九
七
五
）
、
漸
江
省
出
身
で
中
国
現
代
画

家
、
漫
画
家
、
翻
訳
家
。

（
灯
）
共
子
《
源
氏
物
濡
》
的
参
考
名
，
在
日
本
不
下
数
十
神
之
多
，
大

部
分
我
巳
姪
亦
到
，
井
且
淡
辻
。
在
岸
本
中
，
我
秋
力
谷
崎
洞
一
郎
最

力
糖
当
叩
既
易
干
理
解
，
又
忠
子
古
文
．
不
失
作
者
紫
式
部
原
有
的
風

格
。
（
豊
子
燈
「
我
訳
「
源
氏
物
語
上
、
同
「
縁
縁
堂
随
筆
集
」
、
漸
江

文
芸
出
版
社
、
一
九
八
三
年
五
月
第
一
版
、
四
四
○
頁
）

（
喝
）
「
谷
崎
潤
一
郎
全
集
第
二
十
六
巻
」
中
央
公
論
社
、
一
九
八
六
年
六

月
二
○
日
再
版
発
行
、
一
一
一
頁
。

三
○
七

経
緯
ｌ
佐
佐
木
信
綱
宛
銭
稲
孫
未
発
表
書
簡
十
二
通
、
鈴
木
寅
雄
書
簡

一
通
」
、
「
国
文
学
」
第
九
五
号
、
関
西
大
学
国
文
学
会
、
二
○
二
年

二
月
一
○
日
。

（
３
）
郡
双
双
「
佐
佐
木
信
綱
選
、
銭
稲
孫
訳
「
漢
訳
万
葉
集
選
」
研
究

Ｉ
成
立
背
景
、
出
版
事
情
、
翻
訳
を
め
ぐ
っ
て
」
、
「
東
ア
ジ
ア
文
化
交

渉
研
究
」
第
４
号
、
二
○
一
一
年
三
月
三
一
日
。

（
４
）
文
潔
若
「
編
後
記
」
、
銭
稲
孫
訳
『
万
葉
集
精
選
」
中
国
友
誼
出
版

公
司
、
一
九
九
二
年
、
二
七
九
頁
。

（
５
）
訳
名
は
そ
れ
ぞ
れ
「
千
曲
川
旅
情
之
歌
」
「
雲
的
去
向
」
「
北
国
農

謡
」
と
な
っ
た
。

（
６
）
梁
居
超
悦
肴
翻
洋
本
属
至
唯
之
並
．
翻
捧
侍
歌
，
尤
属
唯
中
之

飛
。
」
（
連
燕
堂
著
「
二
十
世
紀
中
国
翻
訳
文
学
史
ｌ
近
代
巻
」
、
百
花
文

芸
出
版
社
、
二
○
○
九
年
、
五
四
頁
）

（
７
）
「
河
南
大
学
学
報
』
で
の
掲
赦
受
理
済
み
、
発
行
未
定
。

（
８
）
山
室
三
良
「
賊
」
、
銭
稲
孫
訳
「
日
本
詩
歌
選
」
、
北
京
近
代
科
学

図
書
館
、
一
九
四
一
年
。

（
９
）
奥
野
信
太
郎
「
周
作
人
と
銭
稽
孫
」
、
同
「
随
筆
北
京
」
、
東
京
”

第
一
普
房
、
一
九
四
○
年
、
六
六
頁
。

（
皿
）
西
原
大
輔
「
谷
崎
潤
一
郎
と
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
ー
大
正
日
本
の

中
国
幻
想
ｌ
大
正
日
本
の
中
国
幻
想
』
（
中
央
公
論
新
社
、
二
○
○
三



九
六
三
年
、
三
五
四
頁
。

（
”
）
小
林
勇
「
惜
操
荘
主
人
’
一
つ
の
岩
波
茂
雄
伝
‐
坐
、
岩
波
書
店
、

〆ー、〆ー、

頁翌至
◎

、
、
つ
い
Ｐ
の
画
合
員
〕
一

（
四
）
文
潔
若
弓
源
氏
物
語
」
は
い
か
に
訳
さ
れ
た
か
」
、
「
人
民
中
国
」
、

二
○
○
六
年
六
月
号
、
四
八
頁
。

（
釦
）
当
吋
的
情
況
是
，
日
文
津
者
呈
然
恨
多
，
但
是
能
姓
任
古
典
文
学

名
著
的
洋
者
・
却
是
風
毛
麟
角
。
（
前
掲
文
潔
若
「
我
所
知
道
的
銭
稲

孫
」
、
二
○
七
頁
）

（
皿
）
前
掲
文
潔
若
弓
源
氏
物
語
」
は
い
か
に
訳
さ
れ
た
か
」
、
四
八
’

四
九
頁
。

（
躯
）
那
吋
桟
稲
称
巳
患
了
白
内
障
，
看
字
吃
力
了
。
我
便
念
一
段
《
源

氏
物
語
》
原
著
，
再
武
羊
子
憶
那
段
中
津
文
。
筏
稽
弥
完
全
葬
所
覚
来

提
出
自
己
的
看
法
。
就
迭
祥
．
隻
干
整
理
出
凡
十
条
修
改
意
見
。
（
前
掲

文
潔
若
『
我
所
知
道
的
銭
稲
孫
」
、
二
一
一
頁
）

（
羽
）
谷
崎
潤
一
郎
「
「
月
と
狂
言
師
」
の
こ
と
」
、
「
谷
崎
潤
一
郎
全
集
第

二
十
三
巻
」
、
中
央
公
論
社
、
一
九
六
九
年
三
月
二
五
日
、
三
一
六
頁
。

（
型
）
言
ｇ
”
ヘ
ヘ
ミ
看
看
．
ご
目
呈
四
．
８
台
ロ
ワ
ー
ー
ｏ
ざ
日
日
へ
８
日
ｇ
ミ
ケ
○
○
百
、
ミ

前
掲
文
潔
若
「
我
所
知
道
的
銭
稲
孫
」
、
二
一
五
頁
。

安
倍
能
成
「
岩
波
茂
雄
伝
」
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
七
年
、
三
六
○

（
躯
）
前
掲
安
倍
能
成
「
岩
波
茂
雄
伝
」
、
三
六
○
頁
。

（
調
）
前
掲
小
林
勇
「
惜
操
荘
主
人
’
一
つ
の
岩
波
茂
雄
伝
‐
と
二
一
二

’
二
一
三
頁
。

（
釦
）
前
掲
安
倍
能
成
「
岩
波
茂
雄
伝
」
、
三
六
一
頁
。

（
釦
）
前
掲
安
倍
能
成
「
岩
波
茂
雄
伝
」
、
三
六
四
頁
。

（
犯
）
邸
識
「
呉
興
銭
家
函
近
代
学
術
文
化
家
族
的
断
裂
与
伝
承
」
、
杭

州
函
漸
江
大
学
出
版
社
、
二
○
○
九
年
、
二
○
四
頁
。

（
銘
）
「
造
形
美
術
」
が
一
九
二
四
年
に
北
京
亜
商
務
印
書
館
に
よ
っ
て
出

版
さ
れ
て
か
ら
六
年
後
、
そ
の
影
印
本
「
万
有
文
庫
第
一
集
’
千
種
造

形
美
術
」
は
一
九
三
○
年
に
同
出
版
社
か
ら
出
た
。
ま
た
、
二
○
○
七

年
に
北
京
中
献
拓
方
科
技
有
限
公
司
も
そ
れ
を
版
行
し
た
。

（
す
う
そ
う
そ
う
／
本
学
大
学
院
生
）

一
一
一
つ
へ


